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Ⅰ：ミッション（私たちの使命）
　私たちは、動脈・静脈の循環型物流力で人と社会の生命活動を支えます。

　具体的には、人々の安心な暮らしづくりを促進する力、人々の幸福を奪う環境破壊を抑制する力、

　人々の希望を叶える持続可能な社会づくりを支える力、となります。

Ⅱ：ビジョン（私たちの未来像）

　続けます。

Ⅲ：バリュー（私たちの価値観）
　私たちは、違いを承認し合う真の共感力で、自他ともに心豊かに生きるシナジーを高め続けます。

　ながら事業活動を行います。

【重点実施項目】

     ①　全ての部署において御取引各社の環境負荷軽減に貢献できるサービスを行います。

     ②　電気、石油資源等、エネルギーの節減によりCO2削減を推進します。

     ③　節水・使用法の見直しにより排水量の削減を推進します。　

     ④　廃棄物の減量化分別を徹底し適正管理のもと有効利用を図ります。

　　 ⑤  車両、物流機器の適正管理及びエコ・ドライブを徹底し、資源枯渇を防止します。

     ⑥　物品の調達に当たってはグリーン購入を推進します。

     ⑦　周辺住民との調和を大切にし、住み良い地域環境を目指し地域貢献に努めます。

　３．基本方針周知の為、環境教育・啓発活動の実施により全構成員によるEA21の維持向上を

　　　図ります。又、この環境情報は社外に開示します。

　２．事業活動に関る環境側面の内、下記に挙げる事項を環境活動重要課題として取組みます。

【基本方針】

　　　防止・リサイクル率の向上を目指します。

　　代表取締役　杉﨑　由里

 １．環境経営方針　

【経営理念】

絶やさぬために

　私たちは、使命感を導く人材育成力で、若者の視野を広げ・地域の可能性を広げ・自社の翼を広げ

株式会社 エスティビー

改定日：2023年　1月　27日

　　　処理法・貨物自動車運送事業法・毒劇物取締法・消防法・その他法令を厳守し、環境汚染

　経営理念をふまえ、「法令遵守」「環境保全」「輸送の安全」の三つをテーマとし、継続的改善を図り

　１．事業活動（産業廃棄物収集運搬業・貨物自動車運送事業・石油製品販売業）に伴う廃棄物
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1．　事業所及び代表者名

株式会社 エスティビー

代表取締役　杉﨑　由里

2．所在地

〒379-2123　群馬県前橋市山王町1－19－14

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

環境最高責任者　：　代表取締役　杉﨑 由里

環境管理責任者　：　専務取締役　齋藤 有美  

担　　　　　当　：　EA21事務局長　阿部   緑

連　　絡　　先　：TEL.027-212-3312  FAX.027-266-8288（事業所）

4．事業の内容及び規模

設立 1998年 1月22日

資本金 1,000万円

従業員数 13名

業務内容 Ⅰ産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物収集運搬事業

Ⅱ産業用設備機器メンテナンス事業(ブース清掃他)

Ⅲ石油製品（毒物・劇物等化学工業薬品）販売事業

Ⅳ一般貨物自動車運送事業

　２．事業活動の規模　

注）上記「4.事業内容」のⅠ～Ⅳまでを含む全組織・全活動を認証・登録対象範囲としています。
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2022年度年商 282百万円

保有運搬車両 8t平ボディー車　 1台

7t移動式クレーン車 1台

7tアームロール車 1台

4t平ボディー車　 1台

4tパッカー車 2台

3tパワーゲート車 1台

2tパワーゲート車 1台

2t移動式クレーン車 1台

軽貨物自動車 1台

取扱品目

　　 （産廃） 燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック

紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属くず

ガラスくずコンクリートくず及び陶磁器くず・がれき類

（以上14種類）

（特管） 廃油（揮発油等）・廃酸（腐食性、1,4-ジオキサン）・廃アルカ

リ（腐食性、1,4-ジオキサン）・廃油（トリクロロエチレン、テ

トラクロロエチレン、ジクロロメタン）・汚泥（水銀、鉛、六価

クロム、ヒ素）・廃PCB等、PCB汚染物（以上6品目14種類）

許可県市名    種　 別：  許可番号 （許可年月日～有効期限）

群馬県 普通産廃：01000054200（平成30年  6月19日～令和 5年  6月18日）

埼玉県 普通産廃：01104054200（令和元年 　5月 13日～令和6年　3月21日）

栃木県 普通産廃：0900054200 （令和3年　5月　2日～令和８年　5月　1日）

茨城県 普通産廃：00801054200（平成31年  3月 11日～令和5年 12月 18日）

長野県 普通産廃：2009054200 （令和3年　9月 12日～令和8年　9月 11日）

千葉県 普通産廃：01200054200 （令和4年 2月24日～令和8年 12月 20日）

福島県 普通産廃：00707054200（令和3年　8月 19日～令和 8年　6月 27日）

群馬県 特別管理：01050054200（平成30年　6月 19日～令和5年　6月 18日）

埼玉県 特別管理：01154054200 （令和 2年  3月16日～令和  6年12月  9日）

栃木県 特別管理：0950054200 （令和3年　5月　2日～令和８年　5月　1日）

茨城県 特別管理：00851054200（平成31年　3月 11日～令和5年 12月 18日）

長野県 特別管理：2059054200 （令和3年 10月　2日～令和8年 10月　1日）

千葉県 特別管理：01250054200 （令和4年 2月24日～令和8年 12月 20日）

福島県 特別管理：00757054200（令和3年　8月 19日～令和 8年　6月 27日）

処理料金 都度御見積致します

作成致しました。

注２）本レポートは、第25期（2022年 1月 1日～2022年12月31日）の活動期間を対象とし

環境経営レポート 2022 (3) 4



群馬県 埼玉県 栃木県 茨城県 長野県 千葉県 福島県

燃え殻 ○ － － － ○ ○ ○

汚泥 ● ● ● ● ● ○ ●

廃油 ● ○ ○ ● ● ○ ●

廃酸 ● ○ ○ ● ● ○ ●

廃アルカリ ● ○ ○ ● ● ○ ●

廃プラスチック類 ●☆ ● ●☆ ○ ●☆ ○☆ ●☆

紙くず ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

木くず ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

繊維くず ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動植物性残さ ○ － ○ － ○ ○ ○

ゴムくず ○ ○ ○ ○ ● ○ ●

金属くず ● ● ● ○ ● ○ ●

がれき類 ○☆ － － － － － ○☆

許可内容一覧表（普通産廃）

●☆● ●☆ ○☆

注）●印は水銀使用製品産業廃棄物を含む、☆印は石綿含有産業廃棄物を含む

ガラスくず・コンクリートく
ず及び陶磁器くず

●☆ ● ●☆
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群馬県 埼玉県 栃木県 茨城県 長野県 千葉県 福島県

廃油
（揮発油類、灯油類及び軽油類
に限る）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃油
（トリクロロエチレン・テトラクロ
ロエチレン・ジクロロメタンを含
む）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

汚泥
（水銀、鉛、六価クロム、ヒ素、
1,4-ジオキサンを含む）

〇 － － － － － ○

廃酸
（ｐｈ2.0以下のものに限る）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃酸
（1,4-ジオキサンを含む）

〇 － － － － － ○

廃アルカリ
（ph12.5以上のものに限る）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

廃アルカリ
（1,4-ジオキサンを含む）

○ － － － － － ○

廃PCB等、PCB汚染物 ○ 〇 ○ － ○ ○ ○

許可内容一覧表（特別管理）
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4434.44

金属くず 155.02

木くず 249.79

廃棄物種類 収集運搬量（t）

廃油（有害）

引火性廃油（有害）

3.28

2022年度産業廃棄物収集運搬実績

廃棄物種類

352.10

混合廃棄物（安定型）

廃酸 11.95

収集運搬量（t）

燃えがら 2.73

汚泥 1,541.14

廃油

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

廃アルカリ

廃プラスチック 729.68

紙くず

135.06

合計

汚泥（有害） 12.48

14.70

1,060.81

5.73

強酸

混合廃棄物（管理型）

3.16

89.44

1.73

4.48

12.16

49.00

強アルカリ

PCB等

動植物性残さ

引火性廃油
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【代表取締役】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には

　 現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・資金

　 機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④EA21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標をはじめ

　 システム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

【専務取締役】

①最高責任者の代理者としてEA21全体の構築・運用に責任を持つ。

　 EA21委員会を主催する。

②EA21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しの為の情報

　 として、構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。

部門責任者
【各チーム長】
担当部門の環境活動計画を遂行する。

EA21委員会
四半期毎、環境管理責任者が召集し、役員含め全員参加を基本とする。環境目標の
審議、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。

職名 役割

最高責任者

環境管理責任者

事務局

技術サービスチーム

【総合サービスチーム】
環境管理責任者を補佐し、EA21に関する実務全般を所管する。

　３．EA21推進体制　

【最高責任者】
代表取締役

【EA21委員会】
（四半期毎開催）

【環境管理責任者】
専務取締役

【事務局】

綜合サービスチーム
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1．主要な環境目標と環境負荷・実績

2023年度 202４年度

単年度目標 実績 次年度目標 中期目標

①走行距離と給油の記録・統計

②エコドライブ実施

③適宜な整備による車両の寿命延長

④事務所内省エネ活動の推進

（待機電力の削減等）

①裏紙使用徹底（対象：社内用文書

・受信FAX中の社外持出しの無い文書

・メモ用紙等）

②事業系一般廃棄物排出時は必ず重

　量計測→著しい増量の際は協議

③廃オイル量・廃タイヤ数の把握

①適用法令の周知徹底

②最新法令の把握

③日々の遵法度診断（日報記載時）

④実務の適正処理（マニフェスト等）

①売上利益確認と打合せ

②情報収集に努め提案営業の強化

③配車の効率化（迅速な対応）

④一声運動の徹底（部署問わず全社

をあげた自社PR）

⑤情報共有と連携

⑥倉庫内備品の補充点管理

⑦安全教育実施

　注）購入電力の二酸化炭素排出係数は、2022年度東京電力調整後排出係数0.442kg-CO2/kWhを用いています。

　　　 尚、当年度の二酸化炭素排出総量は97606.7kg-CO2でした。

3．
水資源使用量の削減

遵法

環境目標

81㎥／年
未満

2022年度

遵法

使用量
70㎥
（達成）

【事業系一般】
100kg/年

以下

【産廃】
リサイクル率

100％
【資源ごみ】

確実な分別と
再資源化
100％

81㎥／年
未満

【事業系一般】
100kg/年

以下

【産廃】
リサイクル率

100％
【資源ごみ】

確実な分別と
再資源化100％

1．
売上高
100万円当たりの
CO2排出量の削減
(単位：kg-CO2
／百万円)

目標額
305百万円

遵法 遵法

【事業系一般】
100kg/年

以下

【産廃】
リサイクル率

100％
【資源ごみ】

確実な分別と
再資源化
100％

売上高
282百万円

達成率
94％

（未達成）

5．
その他の
重点実施項目
｢売上高向上｣

2．
廃棄物の
排出量の削減と
リサイクル率の向上

4．法令遵守

①毎月のメーター確認
②洗車時の水使用の工夫
③ポットの残り湯で植物へ水遣り

2022年度
目標値と同様
370㎏-CO2

/百万円

使用量
81㎥/年

以下

【事業系一般】
94.1㎏
（達成）

【産廃】
リサイクル率
100％（達成）
【資源ごみ】

分別・再資源化
100％（達成）

目標額
300百万円

2023年度
実績に対し
5％向上

４．環境目標とその実績

2020年度
排出量
373.7
に対し

1％減の
370

2023年度
実績を

超えない

環境活動内容

排出量
346.5

達成率
106.7％
（達成）
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3．水資源使用量の削減

『目標』
  使用量81㎥／年以下

目標達成状況：　○

4．法令遵守

『目標』　遵法

5．その他の重点実施項目

目標達成状況：　〇
（達成率106.7％）

2．廃棄物（可燃ごみ）
　 排出量の削減

評価：
郵便物として届いた封筒をエチケット袋として二次利用し始めた。
ペーパーの無駄遣い防止につながっている。
手拭き用の紙タオルの使用をやめた。廃棄物削減につながってい
る。

取り組むべきこと：
電力使用量が前年比24％も増えており、特に夏と冬が多いため、
冷暖房効率を高め使用量を調整する工夫が必要。

評価：
主な達成要因は、軽油・ガソリン・LPG使用量を削減させられたこと
にある。

目標達成状況：
事業系一般→〇、産業廃棄物→〇、
資源ごみ→〇

目標達成状況：①×、②○、③○

『目標』
①売上高300百万円
②輸送の安全
③グリーン購入

評価と取り組むべきこと：
①達成率９４％と未達に終わり利益率も激減。コロナ・原油高・
円安の三重苦で本当に厳しい一年だった。
②無災害継続15年陸災防から賞状と盾を頂いた。引き続き
重要な課題として取り組む。
③対前年比118％と購入率大幅UP。全体の購入額を前年比
50％に減らす中でグリーン購入比率を高めたことを評価す
る。

５．環境経営の取組みと評価

活動計画・達成状況 環境経営計画の取組み結果の評価

1．CO2排出量の削減

『目標』2020年度排出量373.7に対し1％
減の370kg-Co2/百万円

目標達成状況：　○

『目標』
【事業系一般】100㎏/年以下
【産業廃棄物】リサイクル率100％
【資源ごみ】確実な分別と再資源化100％

取り組むべきこと：
これまでの削減活動の継続

評価：
地表にある淡水の割合は約2.5％であるが、実際、川や湖など人間
が使える真水は全体の0.01％であるということを知った。インター
ンシップに訪れる学生達とも同情報を共有し始めた。指導する側と
なり、改めて、節水に対する意識や行動がより高まったと感じてい
る。

取り組むべきこと：
これまでの削減活動の継続

評価：
全社員、各々、日々の日報にて遵法度自己診断をしている。総務営
業スタッフは、マニフェスト管理をはじめとする日々の実務を適正
にこなす事を自己診断の基準とてしている。また、最新法令の周知
については、EA21委員会にて発表し遵法意識を高めている。

取り組むべきこと：
これまでの遵法活動の継続
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主な要求事項 確認方法

１．自動車Nox・PMの排出抑
制に必要な処置をとる。
２．国・地方公共団体が実施す
る施策（排ガス規制等）への協
力をする。

車検証・装置装着証
明書にて確認

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

１．法３条による事業者の責務
を遵守。　　　　　　　　　２．２社
間契約・マニフェスト交付・委
託内容が事業範囲に含まれる
事等の委託基準を遵守。

マニフェスト、契約
書（共に当社保管
分）を照合確認

１．事業者は、絶えず輸送の安
全性の確保に努めなければな
らない。
２．許可、届出、報告等の手続
き、また、点呼、文書保管等の
実施。

各種記録（教育、点
呼、整備、日報等）に

て確認

１．盗難・飛散・漏洩・地下浸透
等の防止措置をとる。
２．容器・貯蔵場所に適切な表
示をする。

メーカー引取り時、
容器の破損の有無・
ラベル表示を確認

労働安全衛生法

就労者数が満たない為適用外だ
が、貨物自動車運送事業法によ
ると“事業者は輸送の安全性の向
上を目指し安全衛生面の統括管
理をする義務がある”とされてお
り、本法律と併せて解釈しより良
い職場環境を目指す。

健康診断記録・安全
衛生教育記録等に

より確認

基本として適用外だが、
2008年6月より一般家庭に
おいても火災報知器の設置が
必要となる為、全くの適用外
とは考えない。

事務所（１・２F）に熱
感知式、給湯室・倉
庫に煙感知式の火
災報知機設置済み

家電リサイクル法

１．エアコン・冷蔵庫等の特定
家庭用機器廃棄物の適正な処
置と有効利用の確保に努め
る。　　　　　　　　　　　　２．新品
入替時は環境配慮型を選択す
る心掛けを。

該当するエアコン・
冷蔵庫・TVの３種類
につき買い替え時

に確認

自動車リサイクル法　　

１．使用済自動車は許可保有
の引取業者に引渡す。
２．車両購入時にリサイクル料
金を支払う。

買い替え時に確認

フロン排出抑制法

１．3ヶ月に一度以上の簡易点
検
２．1年又は3年に一度以上の
定期点検

点検記録による

　　また、指摘や訴訟も同様にありませんでした。

遵法

自動車から排出される窒素酸化物の
特定地域における総量の削減等に関する特別処置
法

遵守状況

遵法

消防法 遵法

遵法貨物自動車運送事業法

遵法

遵法

６．環境関連法規制の遵守

＊　尚、過去３年間、上記に掲げた法規への違反はありません。

遵法

＊　主な適用環境関連法・その他法令、それらの主な内容については以下の通りです。

法規制等の名称

遵法

毒物及び劇物取締法

遵法
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総評：

率の最大化を目指す!!

「100kg/年未満（8.3kg/月未満）」

とする。

以上

「リサイクル率１００％」

売上高　「2022年度実績比108％（305百万円）」

当社は、「絶やさぬために」を経営理念（存在意義）とし、循環型の物流事業を通じ人と社会

CO2　　「25期目標値と同様（370㎏-Co2/百万円）」

水　　　　「78㎥／年未満（6.5㎥／月未満）」

廃棄物（事業系一般）

の生命活動を支え続けることを命題としている。社会システムの一部として経済活動を永続

させるため、機能不全の解消とエンゲージメント向上を図るべく、何より人に焦点をあて価値

を高めるマネジメントが重要だとし、次年度の活動スローガンを以下の言葉にまとめた。

同期しよう！～チームの呼吸が最大の武器～

持ち得る力をフルに発揮できる環境を整え、豊かなモチベーションを育み、組織としてその効

尚、各項目の来期目標については

廃棄物（古紙・金属等の資源ごみ）

「確実な分別と再資源化100％」

廃棄物（産業廃棄物）

７．代表者による全体の評価と見直し

コロナ、ウクライナ戦争、原油高、円安、ここ数年、私たちは、相次ぐ環境変化のうねりの中に

置かれ続けている。ともすれば折れてしまいそうな不安な気持ちと共に。

しかし、そんな私たち「人間」に地球が与えた最大の役目が「生命活動を通じ幸せの総量を

考え、行動し、望む成果物を手にする、つまり役目を果たすことを諦めてはならないのだ。

増やしていく」ことであるとすれば。。そう、我々は、環境がどう変化しようが、それを理由に
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